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つ な ん じ か ん

ツバメの巣立ち

孵化から３週間

巣から飛び立ったヒナは

親鳥が捕まえてくるエサを

電線の上でねだります

一生懸命に大きな口を開ける姿が

とても愛らしいですね



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、
詳しくは総務課（℡765-3112）までお問い合わせください。
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見て・知って・得をする かわらばん
つなGOプロジェクト
病院歳時記・年金コーナー・100 日運動・議会コーナー
つなんまちかどスケッチ
こんにちは地域包括支援センターです
ライブラリーコーナー・ペンリレー
つなんの文芸
いきいき大好き津南町
Ｔａｐでいこう！・津南石造物散歩
農業委員会の窓
あどあど通信・ジオサイトを探検し隊！
なじょもん通信・戸籍の窓・広報編集室・津南町の人口
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激闘！2016
津南　春の陣
油断大敵！
静かに忍び寄る歯周病

features



広報 4平成28年６月号

激
闘
！

5/28
上郷小学校
運動会

5/21
津南中等
教育学校
体育祭

2016

# 負けられない戦い

# 綱引き

# 借り人競争# 子どもには負けられない
# 本気の親子持久走

# 互角！勝負はアンカーへ！
# 勝負の行方は…

# 赤連合 総合優勝、競技優勝、応援優勝

# 群雄割拠

# 祈る下級生

# I'm a perfect human



特集 運動会

5 広報 平成28年６月号

春
の
陣

5/28
芦ヶ崎小学校
運動会

5/28
津南小学校
運動会

津南

# ホワイトタイガー

# みんなで協力
# 大玉送り

# 先輩は憧れ
 いつかは自分も

# 栄光を手に

# ゴールテープ # ひたむきに

# 挟み撃ち

# 一斉スタート

# 高く燃えろ！
# 焼き尽くせ
　　フェニックス

# 竜神太鼓

# がむしゃらに

# 力を合わせて

# よくがんばりました

# 大人の本気綱引き



広報 6平成28年６月号

　

津
南
ひ
ま
わ
り
広
場
に
創
作
か
か
し
を
立
て

て
津
南
の
夏
の
風
物
詩
、
ひ
ま
わ
り
広
場
を
盛

り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

津
南
町
観
光
協
会
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

（
７
月
１
日
採
用
）

■
募
集
人
数
・
職
種　

１
名

　

事
務
（
庶
務
経
理
・
案
内
等
）

■
応
募
資
格　

パ
ソ
コ
ン
操
作
可
能
な
か
た

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
等
）

■
待
遇　

観
光
協
会
規
定
に
よ
る

■
申
込
締
切　

６
月
27
日
㈪

■
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
所
要
事
項
を

記
入
、
押
印
し
、
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３

㎝
、
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）
を
添
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

津
南
町
観
光
協
会

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
５

　

予
定
納
税
と
は
、前
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算
し

た
予
定
納
税
基
準
額
が
15
万
円
以
上
で
あ
る
場

合
に
、原
則
、そ
の
１
／
３
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ

　

支
援
セ
ン
タ
ー
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
で
は
、十
日
町

保
健
所
と
共
同
で
、障
が
い
者
支
援
を
目
的
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

心
の
病
気
を
持
つ
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
や
、
病
気
に
対
す
る
理

解
に
つ
い
て
地
域
の
皆
様
と
共
に
考
え
る
内
容

で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

■
第
１
回　

７
月
29
日
㈮　

午
後
６
時
30
分
～

■
会
場　

ク
ロ
ス
テ
ン
中
ホ
ー
ル

■
日
時　

７
月
19
日
㈫
～
21
日
㈭
ま
で
の

　
　
　
　

３
日
間　

午
後
７
時
半
～

■
会
場　

中
津
川
運
動
公
園
野
球
場

■
対
象　

町
内
在
住
者
（
町
内
勤
務
者
）
で
15

歳
以
上
の
か
た
（
高
校
生
以
上
）

■
申
込
締
切　

７
月
８
日
㈮

※
大
会
要
項
、
申
込
み
用
紙
は
総
合
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
，
０
０
０
円　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
総
合
セ
ン
タ
ー
内　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

「
津
南
ひ
ま
わ
り
広
場
」

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
大
募
集
！

津
南
町
観
光
協
会

職
員
募
集

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
予
定
納
税（
第
１
期

分
）の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

こ
こ
ろ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

第
三
回
町
民
ナ
イ
タ
ー
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者

募
集
に
つ
い
て

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

暮らしの
情報満載

　

有
田
正
知
医
師
に
よ
る
講
演
会
「
心
の
病
気

の
理
解
」

■
第
２
回　

８
月
５
日
㈮　

午
後
１
時
半
～

■
会
場　

十
日
町
市
中
央
公
民
館

　

当
事
者
懇
談
会
と
十
日
町
福
祉
会
「
な
ご
み

の
家
」
渡
辺
孝
雄
施
設
長
に
よ
る
講
話

■
第
３
回　

９
月
９
日
㈮　

午
後
１
時
半
～

　

施
設
見
学
（
県
立
小
出
特
別
支
援
学
校
川
西

分
校
）
と
同
川
西
分
校
細
井
哲
明
教
諭
に
よ
る

講
話

　

詳
し
く
は
町
役
場
、
公
民
館
等
に
設
置
の
チ

ラ
シ
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
締
切　

７
月
25
日
㈪

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

支
援
セ
ン
タ
ー
エ
ン
ゼ
ル
妻
有

　

℡
７
５
０
‐
７
１
８
０

７
月（
第
１
期
分
）と
11
月（
第
２
期
分
）に
納
め

て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。（
第
１
期
分
の
納
付
期

限
は
、８
月
１
日
㈪
で
す
。）

　

予
定
納
税
が
必
要
な
か
た
に
は
、６
月
中
旬

に
税
務
署
か
ら「
平
成
28
年
分
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
予
定
納
税
額
の
通
知
書
」が

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
通
知
書
の
第
１
期

分
の
金
額
が
今
回
納
付
す
る
税
額
で
す
。

　

ま
た
、予
定
納
税
額
の
計
算
の
詳
細
は
、「
予

定
納
税
額
の
通
知
書
」に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
業
、休
業
ま
た
は
業
況
不
振
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、平
成
28
年
６
月
30
日
㈭
の
現
況
で
、平

成
28
年
分
の「
申
告
納
税
見
積
額
」が
、税
務
署

か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る「
予
定
納
税
基
準
額
」

よ
り
も
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

平
成
28
年
７
月
15
日
㈮
ま
で
に「
予
定
納
税
額

の
減
額
申
請
書
」を
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
税
務
署　

℡
７
５
２
‐
３
１
８
１

■
応
募
資
格　

個
人
・
団
体
・
町
内
外
を
問
わ

ず
募
集
し
ま
す
。

■
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
期
間

　

７
月
29
日
㈮
～
８
月
21
日
㈰

※
津
南
ひ
ま
わ
り
広
場
開
園
期
間
と
な
り
ま
す
。

■
賞
金　

か
か
し
大
賞　

３
０
，
０
０
０
円

　

銀
賞
２
０
，
０
０
０
円　

銅
賞　

１
０
，

０
０
０
円　

参
加
賞
５
，
０
０
０
円
（
出
場
数

に
よ
っ
て
変
動
あ
り
）

■
審
査　

津
南
ひ
ま
わ
り
広
場
に
ご
来
場
い
た

だ
い
た
お
客
様
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ
き
各
賞

を
決
定
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
方
法

　

津
南
町
役
場
地
域
振
興
課
ま
で
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
お
持
ち
の
場
合
は
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
℡
７
６
５
‐
３
１
１
５
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７
月
６
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水
道

メ
ー
タ
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な
検
針
の

た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程　

７
月
６
日
㈬
～
３
日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物
や
車
等
が

乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
移

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場
合
、
検

針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な
ど
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
内
部
が
土

や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
な
い
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
葛
西
聖
司
さ
ん
の

解
説
に
よ
る「
は
じ
め
て
の
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ（
歌

舞
伎
）」。歌
舞
伎
の
立
ち
回
り
が
体
験
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
牛
若
丸
と
弁
慶
の
出
会
い

を
描
い
た
秀
作「
五
条
橋
」を
上
演
し
ま
す
。

　

内
容
は
歌
舞
伎
の
見
方
解
説
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、舞
踊「
五
条
橋
」の
三
部
構
成
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
今
年

の
夏
も
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
６
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
子
ど

も
た
ち
の
野
外
活
動
や
ご
飯
の
支
度
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
高
校
生
・
大
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

　

友
好
交
流
都
市
・
韓
国
驪
州
市
か
ら
大
勢
の

小
中
学
生
が
津
南
町
を
訪
問
し
ま
す
。
町
で
は

滞
在
期
間
中
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
し
て
子
ど
も

た
ち
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

韓
国
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間　

受
け
入
れ
て
い
た
だ

く
期
間
は
、
８
月
６
日
㈯
午
後
か
ら
７
日
㈰
夕

方
ま
で
１
泊
２
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
訪
問
人
数

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
検
針

歌
舞
伎
の
基
礎
知
識
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
！

～
は
じ
め
て
の
K
A
B
U
K
I

（
歌
舞
伎
）
～
開
催
の
お
知
ら
せ

夏
だ
！
キ
ャ
ン
プ
だ
！

サ
バ
イ
バ
ル
だ
!!

高
校
生
・
大
学
生

サ
ポ
ー
タ
ー
大
募
集
!!

驪
州
市
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
て

く
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

し
ま
す

　

驪
州
市
小
中
学
生
、
１
家
庭
１
～
２
名
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
間

　

６
月
22
日
㈬
～
７
月
８
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

受
け
入
れ
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
お
電

話
に
よ
り
総
務
課
企
画
財
政
班
金
井
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

※
お
子
様
が
い
な
い
ご
家
庭
で
も
結
構
で
す
。

　

サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
小
学
生

の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
的
役
割
も
担
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
魚
釣
り
、
山
菜
取
り
、
カ
ヤ
ッ
ク

な
ど
野
外
体
験
活
動
を
小
・
中
学
生
と
楽
し
み

な
が
ら
、
み
ん
な
で
自
然
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

■
応
募
資
格　

高
校
１
年
生
～
大
学
４
年
生

　

ア
ウ
ト
ド
ア
経
験
の
有
無
、
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。

■
会
場　

無
印
良
品
津
南
キ
ャ
ン
プ
場
、
な

じ
ょ
も
ん

■
日
時　

８
月
２
日
㈫
～
８
月
５
日
㈮

※
４
日
間
す
べ
て
に
参
加
で
き
な
く
て
も
結
構

で
す
。

■
定
員　

15
名

■
お
申
し
込
み
方
法　

７
月
15
日
㈮
ま
で
に
、

津
南
町
公
民
館
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
℡
７
６
５
‐
３
１
３
４
）

■
そ
の
他　

さ
さ
や
か
で
す
が
謝
礼
を
お
支
払

い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

平
成
28
年
９
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
～
開
演
（
１
時
半
開
場
）

■
会
場　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　

（
津
南
町
公
民
館
）

■
料
金　

入
場
に
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

《
一
般
》
全
席
自
由
１
，
０
０
０
円
（
税
込
）

《
中
学
生
以
下
》
無
料
（
要
学
生
チ
ケ
ッ
ト
）

※
学
生
チ
ケ
ッ
ト
の
場
合
、
学
生
証
又
は
保
険

証
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
未
就
学
児
は
入
場
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
７
月
１
日
㈮
よ
り
、
津
南
町
文

化
セ
ン
タ
ー
と
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
お
買

い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　

無
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

　

第
25
回
津
南
町
長
杯
争
奪
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
仲
間
を

募
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
こ
の
大
会
は
参
加

者
の
親
睦
が
一
番
の
目
的
で
す
の
で
、
単
独
で

の
参
加
、
初
心
者
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
ふ

る
っ
て
参
加
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
31
日
㈰　

午
前
９
時
55
分
～

■
場
所　

十
日
町
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
参
加
費　

プ
レ
ー
代
・
参
加
費
・
懇
親
会
費

込
み
で
メ
ン
バ
ー
１
１
，５
０
０
円
、ビ
ジ
タ
ー

１
３
，
５
０
０
円
（
但
し
、
利
用
税
・
消
費
税

は
別
で
す
）

■
申
込
締
切　

７
月
15
日
㈮

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

津
南
町
公
民
館　

滝
沢
（
℡
７
６
５
‐

３
１
３
４
）
ま
で

■
そ
の
他　

ス
タ
ー
ト
時
間
、
表
彰
式
等
詳
細

は
後
日
、
申
込
者
に
連
絡
し
ま
す
。

町
長
杯
争
奪
！

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

参
加
者
大
募
集
！
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新
潟
県
で
は
、
中
小
企
業
に
お
勤
め
の
方
や

自
己
の
責
任
に
よ
ら
な
い
理
由
で
離
職
し
た
方

等
に
対
し
て
、
低
利
で
生
活
資
金
等
の
貸
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
中
小
企
業
に
お
勤
め
の
方
の
た
め
の
貸
付
金

　

中
小
企
業
に
お
勤
め
の
方
の
生
活
資
金
を
低

利
で
融
資

・
融
資
額　

10
万
円
以
上
１
０
０
万
円
以
内　

・
金　

利　

年
２
・
１
％
（
固
定
金
利
）

■
自
己
の
責
任
に
よ
ら
な
い
理
由
で
離
職
し
た

方
の
た
め
の
貸
付
金

　

自
己
の
責
任
に
よ
ら
な
い
理
由
で
離
職
し
、

求
職
活
動
中
ま
た
は
職
業
訓
練
を
受
講
中
の
か

た
で
、
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
を
受
け
る
た
め

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
た
の
生
活
資
金
を

低
利
で
融
資

・
融
資
額　

10
万
円
以
上
50
万
円
以
内

・
金　

利　

年
1.7
％
（
固
定
金
利
）

■
県
内
で
若
年
者
の
雇
用
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
た
め
の
貸
付
金

　

若
年
者
の
雇
用
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

対
し
、
運
転
資
金
、
設
備
資
金
お
よ
び
つ
な
ぎ

資
金
を
低
利
で
融
資

・
融
資
額　

10
万
円
以
上
５
０
０
万
円
以
内

・
金　

利　

年
2.05
か
ら
3.05
％
（
変
動
金
利
）

■
融
資
の
ご
相
談
・
受
付
窓
口

　

最
寄
り
の
新
潟
県
労
働
金
庫
本
・
支
店

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
産
業
労
働
観
光
部　

労
政
雇
用
課

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
２
６
０

　

平
成
28
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
認
定
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

⑴
土
木
及
び
、
建
築
関
係
等
の
専
門
課
程
を
卒

業
し
た
人

⑵
高
校
卒
業
以
上
で
実
務
経
験
１
年
以
上
を
有

す
る
人

⑶
実
務
経
験
２
年
以
上
を
有
す
る
人

■
受
験
講
習
及
び
受
験
の
申
込
み

　

受
付
期
間　

７
月
４
日
㈪
～
７
月
22
日
㈮
ま
で

　

受
付
場
所　

津
南
町
役
場
建
設
課

　
（
申
込
用
紙
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す
）

■
受
験
講
習

　

講
習
日　

９
月
29
日
㈭

　

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

会　

場　

ハ
イ
ブ
長
岡

　

受
講
料　

５
，
０
０
０
円

■
認
定
試
験

　

試
験
日　

11
月
20
日
㈰

　

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
（
入
場
時
間
９
時
～
９
時
45
分
）

　

会　

場　

長
岡
市
中
央
公
民
館

　

受
験
料　

３
，
０
０
０
円

※
受
験
講
習
を
受
け
ず
に
認
定
試
験
を
受
け
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
役
場　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

平
成
28
年
度
新
潟
県
勤
労
者

生
活
安
定
資
金
貸
付
金
制
度

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
認
定

試
験
及
び
受
験
講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て

ご
存
知
の
か
た
も

い
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
昨
年
の
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
が
約

２
０
０
０
万
人
に
な
り
ま
し
た
。
当
初

「
２
０
２
０
年
に
２
０
０
０
万
人
」
と
い

う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
の
で
、
５
年

も
前
倒
し
し
て
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
増
加

の
勢
い
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
牽
引
し
て
い
る
の
が
、
国
と

地
方
公
共
団
体
、
民
間
が
共
同
で
取
り
組

ん
で
い
る
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ

ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
そ

し
て
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
で

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
か
た
を

ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
大
使
と

し
て
任
命
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

大
使
を
津
南
に
お
迎
え
し
て
、

５
月
28
日
に
視
察
ツ
ア
ー
を
行

い
ま
し
た
。
半
日
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
で
し
た
の
で
駆
け
足

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
な
じ
ょ

も
ん
の
縄
文
ム
ラ
や
土
器
、
結

東
集
落
の
石
垣
田
や
手
打
ち
蕎

麦
、
見
玉
公
園
の
石
落
と
し
な

ど
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。
大
使

の
か
た
が
た
は
津
南
の
地
域
資
源
を
気
に

入
っ
た
様
子
で
、
特
に
眼
前
に
巨
大
な
柱

状
節
理
が
広
が
る
石
落
と
し
の
景
観
に
は

感
嘆
し
き
り
。
石
落
と
し
の
景
観
を
見
な

が
ら
食
事
や
宿
泊
が
で
き
た
ら
外
国
人
富

裕
層
に
受
け
る
、
と
高
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ぜ
ひ
外
国
人
を
連
れ
て
来
た
い

と
お
っ
し
ゃ
る
大
使
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
今
回
の
ツ
ア
ー
が
ひ
と
つ
の
き
っ

か
け
と
な
り
、
訪
日
外
国
人
の
誘
客
に
つ

な
が
る
、
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

津
南
町
情
報
発
信
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

フ
ジ
ノ
ケ
ン

つなGO! プロジェクトのフェイスブックページもあります。みんなで
編集会議の様子も随時アップしていますので、いいね！をよろしくお願
いします！　https://www.facebook.com/tsunagotsunan

TSUNAN
みんなで

編集会議

つなGO!プロジェクト

世
界
と
つ
な
ご
う
！
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「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
ノ
ー
ト（
終
活
）」

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

５
病
棟
　
看
護
師
長
　
風
巻
真
理
子

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
と
は
、
財
産
の
分

与
な
ど
に
つ
い
て
書
い
た
法
的
な
効
力
を
も
つ
遺

言
と
は
異
な
り
、
葬
儀
に
関
す
る
希
望
や
、
連
絡

を
取
っ
て
欲
し
い
友
人
・
知
人
の
リ
ス
ト
な
ど
、

死
後
あ
る
い
は
意
思
疎
通
が
で
き
な
く
な
っ
た
時

の
た
め
に
希
望
を
書
き
留
め
て
お
く
も
の
で
す
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
高
齢
者

だ
け
で
な
く
50
代
以
下
の
ノ
ー
ト
の
購
入
者
が
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
年
は
熊
本
地
震
も
あ
り

更
に
増
え
そ
う
で
す
。

自
分
自
身
の
手
で
作
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で

の「
人
生
」を
振
り
返
り
、ま
た
、こ
れ
か
ら
の「
人

生
」
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
医
療
従
事
者
と
し
て
病
院
で
、
人
の
死
に

立
ち
会
う
こ
と
を
多
く
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
看
護
師
に
で
き
る
こ
と
の
限
界
は
あ
り
ま
す

が
、
ご
本
人
や
ご
家
族
に
寄
り
添
い
「
本
人
の
望

む
生
き
方
」
へ
の
支
援
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　

＜実施された行事＞
〔５月〕
	 25日	 町村議会広報研修会
	 	 津南町商工会総会
	30～31日	 全国町村議会議長・副議長
	 	 研修会（東京）
〔６月〕
	 3日	 議会運営委員会
	 7日	 議会運営委員会
	 	 全員協議会
	 9日	 十日町地域広域事務組合議会臨時会
	15～17日	 平成28年第2回定例会

＜今後予定されている行事＞
〔６月〕
	 28日	 大割野商工協同組合との
	 	 懇談会（産業建設常任委員会）
	 30日	 新潟県町村議会議長会臨時総会

〔７月〕
	 5日	 全員協議会
	 12日	 津南地域衛生施設組合議会
	 13日	 湯沢町議会との懇談会
	19～21日	 全議員県外視察

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

主な運動：トレッキング、ジョギング、ゲートボール、ラジオ体操他 

	4900日	中村チエ子（堂平）	
	4300日	石橋玲子（陣場下）	
	4000日	高橋美佐子（見玉）	
	3700日	涌井元實（宮野原）	
	3200日	柳沢　茂（陣場下）	
	2400日	大倉トヨ（小下里）	
	1000日	渡辺秀子（正面）	
	 900日	上村花音（小下里）
	 〃　	上村夕季（小下里）	

	 800日	磯辺昌一（割野）	
	 700日	桑原トメ（秋成）	
	 600日	清水政利（大割野）	
	 400日	福原幸子（外丸）	
	 300日	滝沢タミ（赤沢）
	 〃　	滝沢フミ子（外丸）
	 〃　	桑原久美子（秋成）
	 〃　	伊原淳子（太田新田）	

健康体力づくり100日運動

就
職
・
退
職
に
よ
り
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
へ
加
入
・
脱
退
し
た
り
、
配
偶

者
の
扶
養
に
認
定
、
ま
た
は
認
定
を
抹

消
さ
れ
た
と
き
は
、
年
金
の
切
替
え
手

続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
だ
と
、
年
金

の
加
入
履
歴
に
漏
れ
落
ち
が
で
た
り
、

保
険
料
を
二
重
に
払
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
か
ね
ま
せ
ん
。

手
続
き
の
際
は
、
お
勤
め
先
か
ら
発

行
さ
れ
る
資
格
取
得
・
喪
失
の
証
明
書

を
お
持
ち
の
う
え
、
税
務
町
民
課
窓
口

ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
月
の
保
険
料
に
プ
ラ
ス
４
０
０
円

の
『
付
加
保
険
料
』
を
付
け
て
、
将
来

の
年
金
額
を
お
得
に
増
や
し
ま
せ
ん

か
？
付
加
保
険
料
は
年
金
額
に
２
０
０

円
×
納
付
月
数
で
反
映
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
金
を
も
ら
い
始
め
て
２
年
で
納

付
分
が
返
っ
て
く
る
し
く
み
で
す
。
10

年
間
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
付

加
分
総
額
は
９
万
６
千
円
。
年
金
に

は
、
４
万
８
千
円
が
反
映
さ
れ
ま
す
か

ら
、
年
金
を
20
年
も
ら
う
と
96
万
が
付

加
保
険
料
分
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
納

付
額
に
対
し
て
の
受
給
額
は
大
変
お
得

に
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
か
た
、

興
味
の
あ
る
か
た
は
、
役
場
の
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

議会コーナー

病
院
歳
時
記

年
金
の
切
替
え
手
続
き

を
し
て
い
ま
す
か
？

お
得
な
付
加
保
険
料

を
納
め
ま
せ
ん
か
？
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 未来のさくらの名所へ
— 5月28日　津南千本さくら植樹祭 —

 故郷を唄い、ぬくもりを伝えます
— 6月5日　涌井晴美さん　ふるさと大使任命式 —

 2000本のロウソクで浮かび上がる石垣田
— 6月11日　けっとのほかげ(結東集落) —

 自然をたいせつに 緑の少年団
— 5月11日　芦ヶ崎小学校　探鳥会 —

— 5月16日　芦ヶ崎小学校龍ヶ窪整備 —

　公益財団法人日本さくらの会より大山桜500本、山桜250
本、関山250本、あわせて1000本をいただきました。日本さ
くらの女王、さくらプリンセスらが見守るなか、町長や関係
者らが出席し植樹しました。

　民謡を唄ってきたが、この春に演歌歌手としてもデビュー。東
京にお住まいの晴美さんのお父さんが穴藤出身ということもあ
り、津南に何度も訪れ、ゆかりがあります。また、昨年11月の町
制60周年の記念式典でも歌声を披露いただきました。ふるさ
と大使は日本食研の大沢一彦会長に続き２人目です。「歌を通
じて、津南町の人の良さを伝えていきたい」と力強いお言葉で
活躍を誓っていました。

　今年で５回目を迎えたイベントで認知度も上がってきました。
結東集落を中心とした棚田の保存会は２週間まえからボラ
ンティアと共に草刈りなど準備を進めてきました。当日は
津南小学校のリコーダーサークルの演奏や歌う旅人Phoka
さんが出演。大勢のボランティアにより2000個ものロウソ
クが設置され、点火。徐々に日が暮れ始め、辺りはロウソク
に照らされた石垣とカエルの大合唱。改めてこの地の歴史
を感じる時間となりました。

　自然豊かな環境の中で学ぶ芦ヶ崎小学校。	芦ヶ崎	緑の少年
団として自然にふれる取組みを行っています。

↑ニュー・グリーンピア津南の芝生へ 1000 本を植樹

↑委嘱を受け、町長とがっちり握手をする涌井晴美さん ↑明治時代に築き上げられた結東集落の石垣田のライトアップ

↑「いたー！」と喜ぶ子どもたちと十日町野鳥の会のみなさん

↑毎年この時期に全校児童が龍ヶ窪の整備をします

Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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ク
マ
の
出
没
情
報
多
数
！

　
 

山
に
入
る
と
き
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

 
け
れ
ど
、な
ぜ
こ
ん
な
に
今
年
は
多
い
の
か
？

 

歴
史
的
な
水
不
足

　

 

農
業
用
水
の
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
昨
年
ブ
ナ
の
当
た
り
年
だ
っ
た
こ
と
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。」
と
答
え
る
の
は
新
潟
県

自
然
環
境
保
護
員
の
中
沢
英ひ
で

正ま
さ

さ
ん
（
な
じ
ょ

も
ん
職
員
）

　

ブ
ナ
は
５
～
７
年
間
隔
で
豊
作
と
な
り
、
エ

サ
が
多
い
と
子
ど
も
も
多
く
産
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
今
年
は
特
に
雪
が
少
な
く
て
、
冬
眠
か
ら
早

く
目
覚
め
た
こ
と
。

○
植
物
も
早
く
芽
生
え
た
た
め
、
木
々
の
新
芽

や
草
の
芽
吹
き
の
や
わ
ら
か
い
時
期
が
短

か
っ
た
こ
と

　

か
ら
エ
サ
不
足
の
状
態
に
な
っ
て
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
ク
マ
は
雑
食
性
だ
が
食
べ
る
も

の
の
う
ち
90
％
以
上
が
植
物
で
す
。
春
は
若
芽

　

前
述
の
中
沢
さ
ん
は
こ
う
も
語
る
。

　

ナ
ラ
の
木
に
実
る
ド
ン
グ
リ
は
毎
年
実
を
付

け
、
ク
マ
の
大
事
な
主
食
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ナ
ラ
が
ナ
ラ
枯
れ
で
大
木
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
→
保
水
力
の
低
下
・
ク
マ
が
里
へ

下
り
る
原
因
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

い
づ
れ
に
し
て
も
、
少
雪
が
水
不
足
を
招
い

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。
ク
マ
も

人
も
、
雪
が
降
る
中
で
そ
の
暮
ら
し
を
環
境
に

適
応
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
程
度
は
降
ら
な

い
と
困ク
マ

り
ま
す
ね
。

　

ク
マ
に
対
す
る
注
意
は
18
Ｐ
の
農
業
委
員
会

の
窓
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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昨シーズン

今シーズン

今年は
例年より
かなり雪が
少なかった

や
若
葉
を
食
べ
、
夏
は
ア
リ
や
ハ
チ
な
ど
の
、

昆
虫
類
も
食
べ
、
秋
は
ブ
ナ
の
実
や
ナ
ラ
の
実

（
ド
ン
グ
リ
）
な
ど
を
食
べ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
普
通
で
あ
れ
ば
、
雪
解
け
の
遅

い
山
奥
を
探
し
て
回
り
ま
す
。
雪
が
解
け
た
ば

か
り
な
ら
、
草
木
は
ま
だ
や
わ
ら
か
い
。
と
こ

ろ
が
今
年
は
一
気
に
春
か
ら
夏
へ
。
山
に
食
べ

る
も
の
が
な
く
な
れ
ば
、
里
に
下
り
て
き
ま
す
。

子
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
子
グ
マ
は
一
年
半
～
２
年
半
の
間
、
親

グ
マ
と
一
緒
に
暮
ら
し
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
気

を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コナラ（ブナ科の落葉樹）の葉を手に話す

中沢さん

しみ込んだ水は 40 年ほど
かけ湧き水となり地表へわ
き出ることが分かっています
（龍ヶ窪の水年代測定より）

溶けた雪が水になり、浸透したり
地表を流れたりして、川をつくり、
海へと流れていきます。

山の上に積もった雪

アメダス津南観測所（標高 452m）の
昨シーズンと今シーズンの積雪量

どのダムも水が少ない状態です
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

皆
さ
ん
は
、「
在
宅
医
療
」
と
聞
く
と
、
ど

ん
な
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
？

在
宅
医
療
と
は
、
自
宅
な
ど
の
生
活
の
場
で

行
う
医
療
の
こ
と
で
す
。

訪
問
診
療（
定
期
的
に
訪
問
し
て
行
う
医
療
）

や
往
診
（
突
然
の
要
請
に
応
じ
て
行
う
医
療
）、

訪
問
看
護
師
に
よ
る
医
療
処
置
、
各
専
門
職
に

よ
る
歯
科
治
療
・
薬
の
処
方
・
リ
ハ
ビ
リ
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
も

連
携
し
て
療
養
生
活
を
支
え
ま
す
。

医
療
や
介
護
が
必
要
に
と
な
っ
て
も
、「
通

院
が
大
変
で
困
っ
て
い
る
」「
住
み
慣
れ
た
わ

が
家
で
療
養
し
た
い
」
な
ど
の
要
望
に
応
え
、

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
わ
が
家
・
地
域
で
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
を
実
現
し
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
の
あ
る
か
た
は
、
ま
ず
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、
居
宅
介

護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
入
院
さ
れ
て
い
る
か
た
は

地
域
連
携
室
な
ど
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

役
場
福
祉
保
健
課
の
介
護
保
険
や
高
齢
者
・

障
害
者
担
当
（
７
６
５
‐
３
１
１
４
）、
そ
し

て
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
身
近
な
相
談
窓
口
と

し
て
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

十
日
町
市
・
津
南
町
地
域
で
は
、
平
成
28
年

４
月
１
日
か
ら
、
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
医
師
会

内
に
「
つ
ま
り
医
療
介
護
連
携
セ
ン
タ
ー
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
行
っ
た
65
歳
以
上
の
か
た
対
象
の
生

活
支
援
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
８
割

の
か
た
が
３
か
月
の
間
に
１
回
以
上
病
院
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。
定
期
的
に
通
院
し
て
い
る

か
た
の
多
く
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

顔
の
分
か
る
か
か
り
つ
け
医
は
、
在
宅
医
療

に
お
い
て
大
き
な
存
在
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
自

分
の
病
歴
や
症
状
、
健
康
状
態
な
ど
を
把
握
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
入
院
・
検

査
な
ど
が
必
要
な
場
合
に
は
適
切
な
病
院
を
紹

介
し
て
く
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
わ
が
家・地
域
で

　
　
　
　
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

か
か
り
つ
け
医
は
連
携
役

在
宅
医
療
と
は

在
宅
医
療
の
相
談
先
は
？

「
つ
ま
り
医
療
介
護
連
携
セ
ン
タ
ー
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た

こんにちは

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津
南
病
院
で
は
、
こ
の
春
か
ら
訪
問
診
療
体

制
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
津
南
町
で
も
通
院
が
困
難
な

か
た
や
定
期
的
な
医
療
管
理
が
必
要
な
か
た
に

対
し
、
自
宅
ま
で
医
師
や
看
護
師
が
出
向
い
て

処
置
を
行
う
な
ど
の
体
制
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
在
宅
医
療
は
身
近
な
も

の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
医
療
介
護
連
携
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、

・
地
域
医
療
・
介
護
の
課
題
抽
出
と
対
応
策
の

検
討

・
切
れ
間
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

の
仕
組
み
づ
く
り

・
関
係
者
の
相
談
支
援
や
研
修
に
よ
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ

こ
れ
ら
の
連
携
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、

皆
さ
ん
の
在
宅
で
の
療
養
生
活
（
在
宅
医
療
・

看
取
り
、
在
宅
介
護
）
を
、
医
療
・
介
護
の
様
々

な
職
種
の
連
携
に
よ
り
支
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
仕
組
み
で
す
。

要
介
護
状
態
や
認
知
症
に
な
っ
て
も
「
と
き

ど
き
病
院
、
い
つ
も
は
在
宅
」
で
過
ご
せ
る
町

づ
く
り
を
目
指
す
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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油
断
大
敵
！
静
か
に
忍
び
寄
る
歯
周
病

　
　
　
～
歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は
～

　

歯
周
病
は
サ
イ
レ
ン
ト
デ
ィ
ジ
ー
ズ

（Silent D
isease

：
静
か
な
る
病
気
）
と
も

言
わ
れ
、
ひ
ど
く
な
る
ま
で
自
覚
症
状
が
出
に

く
い
病
気
で
す
。
そ
の
た
め
、
原
因
と
な
る
習

慣
を
改
め
る
機
会
も
な
い
ま
ま
悪
化
し
が
ち
で

す
。「
症
状
も
な
い
し
、
自
分
は
大
丈
夫
」
と

油
断
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

進
行
し
て
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
前

に
、
歯
周
病
予
防
に
つ
い
て
知
り
、
取
組
み
ま

し
ょ
う
。

歯
周
病
と
は
？

　

歯
周
病
と
は
、
歯
の
周
囲
の
汚
れ
（
歯
垢
＝

プ
ラ
ー
ク
）
の
な
か
に
含
ま
れ
る
細
菌
が
つ
く

り
だ
す
毒
素
で
歯
ぐ
き
に
炎
症
が
起
き
、
歯
を

支
え
る
骨
（
歯
槽
骨
）
が
溶
け
て
い
く
病
気
で

す
。
歯
槽
骨
が
溶
け
て
歯
を
支
え
る
土
台
が
な

く
な
る
と
、
歯
が
揺
れ
る
よ
う
に
な
り
末
期
に

な
る
と
歯
は
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。

歯
周
病
の
原
因

　

歯
周
病
の
原
因
は
、

①
歯
磨
き
が
不
十
分
な
た
め
に
歯
垢
が
取
り
除

け
て
い
な
い
。

②
免
疫
力
が
弱
く
歯
周
病
菌
を
撃
退
で
き
な
い
。

③
喫
煙
な
ど
好
ま
し
く
な
い
生
活
習
慣
が
あ
る
。

以
上
の
３
つ
に
大
別
で
き
ま
す
。

歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は

　

歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は
、
歯
周
病
の
原
因

１
つ
１
つ
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

【
歯
周
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
正
し
い
歯
磨
き
を
身
に
着
け
る

　

歯
周
病
の
大
敵
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
に

つ
い
た
汚
れ
で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
な
く
歯

間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
使
っ
て
し
っ

か
り
汚
れ
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

〈
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
歯
ブ
ラ
シ
は
毛
先
を
使
い
強
く
力
を
入
れ
す

ぎ
な
い
。

◆
磨
く
順
番
を
決
め
、
歯
の
１
本
１
本
の
す
べ

て
の
面
を
磨
く
。

◆
歯
磨
き
剤
の
使
用
は
、
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
半

分
程
度
で
つ
け
す
ぎ
な
い
。

◆
自
分
に
合
っ
た
磨
き
方
、
補
助
清
掃
器
具
の

使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
歯
科
医
や

歯
科
衛
生
士
に
相
談
を
。

②
歯
周
病
に
負
け
な
い
体
づ
く
り

　

ス
ト
レ
ス
や
睡
眠
不
足
は
免
疫
力
を
低
下
さ

せ
ま
す
。
規
則
正
し
く
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
肥
満
の
改
善
や
糖
尿

病
な
ど
の
疾
病
を
き
ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

③
禁
煙

　

喫
煙
は
歯
ぐ
き
の
血
行
を
悪
化
さ
せ
る
た

め
、
歯
周
病
に
よ
る
炎
症
が
治
り
に
く
く
な
っ

た
り
、
歯
周
病
菌
か
ら
口
腔
内
を
守
る
免
疫
力

を
弱
め
る
な
ど
、
歯
周
病
の
最
大
の
敵
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
思
い
切
っ
て
禁

煙
に
踏
み
切
り
ま
し
ょ
う
。

④
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
る

　

平
成
22
年
度
に
津
南
町
の
20
～
70
代
を
対
象

に
行
っ
た
歯
と
口
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
定
期
健
診
を
受
け
て
い
る
人
は
全
体
の
約

25
％
と
、
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

歯
周
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る

病
気
で
す
。
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
始
め
て
か
ら
あ

わ
て
て
歯
科
医
院
へ
駈
け
込
ん
で
も
遅
い
の
で

す
。
定
期
的
な
歯
科
検
診
で
歯
石
の
除
去
や
口

腔
内
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
早

期
発
見
で
き
れ
ば
歯
磨
き
な
ど
で
完
治
し
ま
す
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

　

歯
や
口
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

今
現
在
、
思
い
当
た
る
症
状
が
な
い
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
歯
ぐ
き
が
ピ
ン
ク
で
は
な
く
赤
い

□
歯
ぐ
き
が
腫
れ
て
い
る

□
歯
を
磨
く
と
出
血
す
る

□
口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
し
て
い
る

□
歯
が
浮
く
感
じ
や
ム
ズ
ム
ズ
し
た
り
す
る

□
口
臭
が
あ
る

□
か
た
い
物
が
噛
み
に
く
く
な
っ
た

□
歯
が
長
く
な
っ
た

□
前
歯
が
前
に
出
た
り
、
歯
と
歯
の
間
に
隙
間

が
で
き
、
物
が
挟
ま
る

□
歯
ぐ
き
を
押
す
と
膿
が
出
る
こ
と
が
あ
る

□
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る

　

一
つ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
が
つ
い
た
か
た
は
要
注

意
で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
多
く
な
る
ほ
ど
歯

周
病
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
気
に
な
る
方
は

歯
科
医
院
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。



６月〜７月の新着図書
【大人の本】
●『ポイズンドーター・ホーリーマザー』
　湊	かなえ／著　光文社
●『老いも病も受け入れよう』
　瀬戸内	寂聴／著　新潮社
●『ジョコビッチの生まれ変わる食事』
　ノバク・ジョコビッチ／著　三五館
●『一流の育て方　ビジネスでも勉強でもズバ抜け
て活躍できる子を育てる』

　ムーギー・キム／著　ダイヤモンド社
【子どもの本】
●『月きゅうでん　らくごえほん』
　桂	文我／文　小学館
●『オイレ夫人の深夜画廊』
　斉藤	洋／著　偕成社　
●『天と地の方程式１』
　富安	陽子／著　講談社　
●『ボタンちゃん』
　小川	洋子／作　ＰＨＰ研究所
●『十万本の矢』
　羅	貫中／原作　岩波書店

広報 14平成28年６月号
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門井慶喜／著　祥伝社

『家康、江戸を建てる』

　豊臣秀吉が徳川家康に要求した国替えの真意は、低湿
地の土地と豊饒な所領の交換であった。ピンチをチャン
スに変えた天下人の挑戦を描く。

　

６
月
は
梅
雨
の
季
節
で
す
。
暦
の
上
で

は
、
６
月
10
日
が
「
入
梅
」
に
あ
た
り
ま

す
が
、
実
際
の
入
梅
は
毎
年
違
い
ま
す
し
、

雨
の
降
ら
な
い
「
空
梅
雨
」
に
な
る
年
も

あ
り
ま
す
。

　

梅
雨
と
い
う
言
葉
の
由
来
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
説
が
あ
り
、
梅
の
実
が
熟
す
（
熟

ゆ
）
こ
ろ
だ
か
ら
と
い
う
も
の
と
、
カ
ビ

が
生
え
て
食
べ
も
の
が
く
さ
り
（
潰
ゆ
）

や
す
い
か
ら
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
つ
ゆ
」と
読
む
の
は
、「
露
」か
ら

の
連
想
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

　

梅
雨
の
時
期
は
、
湿
度
が
高
く
て
嫌
な

も
の
で
す
が
、
ま
と
ま
っ
た
雨
は
田
畑
を

う
る
お
し
、
空
気
を
き
れ
い
に
し
、
飲
料

水
を
私
た
ち
に
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
長

い
梅
雨
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
夏
が
待
ち
遠

し
く
感
じ
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

県
立
図
書
館
の
ビ
ジ
ネ
ス
本
を

貸
出
し
ま
す
。

　

町
図
書
室
で
は
、
新
潟
県
立
図
書
館
の

ビ
ジ
ネ
ス
本
を
１
０
０
冊
お
借
り
し
て
、

８
月
中
旬
ま
で
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
出
期
間
は
１
人
に
つ
き
６
冊
ま
で
（
２

週
間
）
で
す
が
、
本
を
返
却
す
れ
ば
何
冊

で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
本
の
選
書
は
、
県
立
図
書
館
が

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
営
業
の
方
か
ら

会
社
員
ま
で
幅
広
い
職
種
の
方
に
役
立
つ

内
容
で
す
。

　

図
書
室
で
県
立
図
書
館
の
ビ
ジ
ネ
ス
本

を
閲
覧
で
き
た
り
、
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

故
・
田
中
角
栄
氏
に
関
す
る
本

　

昨
年
か
ら
故
田
中
角
栄
氏
に
関
す
る
書

籍
が
全
国
の
書
店
な
ど
で
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
図
書
室
で
も
田
中
元
総
理
の
関

連
書
籍
は
６
冊
あ
り
、中
で
も「
天
才
」（
石

原
慎
太
郎
／
著
）
は
予
約
待
ち
の
状
況
で

す
。
田
中
元
総
理
は
新
潟
県
出
身
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、「
天
才
」
以
外
に
も
、
県

内
の
図
書
館
に
は
田
中
元
総
理
に
関
連
す

る
書
籍
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
視
点
か
ら
本
を
読
ん
で
み

た
い
と
思
う
方
は
、
県
内
の
図
書
館
か
ら

本
を
取
り
寄
せ
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
休
館
日
〉

　

６
月
27
日
㈪
・
７
月
25
日
㈪

とにかくシンプルなのがいい

−小林　裕太さんから

岩月　均　著／出版社　講談社

「
文
化
が
違
～
う
。」

こ
れ
は
漫
画
「
ヒ
ス
ト
リ
エ
」
の
主
人

公
で
あ
る
エ
ウ
メ
ネ
ス
の
台
詞
で
す
。

こ
こ
最
近
、「
寄
生
獣
」
と
い
う
漫
画

が
実
写
映
画
化
や
ア
ニ
メ
化
さ
れ
ま
し
た
。

お
よ
そ
二
十
年
程
前
の
作
品
に
も
関
わ
ら

ず
未
だ
に
人
気
が
あ
り
、
漫
画
自
体
も
大

ヒ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
「
寄
生

獣
」
の
著
者
が
現
在
連
載
し
て
い
る
の
が
、

今
回
私
が
ペ
ン
リ
レ
ー
の
題
材
に
選
ん
だ

「
ヒ
ス
ト
リ
エ
」
で
す
。

舞
台
は
紀
元
前
四
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
地

方
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
に
仕
え
た

書
記
官
エ
ウ
メ
ネ
ス
の
物
語
で
す
。

エ
ウ
メ
ネ
ス
は
実
在
し
た
人
物
で
は
あ

り
ま
す
が
現
存
す
る
資
料
は
少
な
い
為
、

幼
少
期
は
著
者
の
創
作
に
よ
っ
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。
が
、
そ
こ
が
最
高
に
面
白
い

の
で
す
！
（
ま
だ
完
結
し
て
い
な
い
の
で
、

現
時
点
で
の
個
人
的
感
想
で
す
が
。
笑
。）

有
力
者
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
モ
ス
の
息
子
と
し

て
育
て
ら
れ
た
エ
ウ
メ
ネ
ス
は
、
父
の
側

近
で
あ
る
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
の
陰
謀
に
よ
り

ヒストリエ
紹介する本

大
お お

津
つ

　将
ま さ く に

邦さん （十日町市）

広報ライブラリー
今月の１冊

６月 −水
み な

無月
づ き

−

Pen Relay
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プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

真ま

夜よ

中な
か

の
天て

ん
ま
ど窓
越ご

し
の
星ほ

し
ぞ
ら空
に

　
　
流り

ゅ
う

星せ
い

瞬し
ゅ
ん

時じ

走は
し

り
て
消き

え
ぬ	

山
本
　
光
一

畑は
た

の
草く

さ

ア
カ
ザ
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の
さ
ば
り
て

　
　
我わ

が
物も

の
が
お顔
に
風か

ぜ

に
靡な

び

け
り	

津
端
　
恵
子

さ
み
ど
り
の
橅ぶ

な

の
若わ

か

葉ば

を
け
ぶ
ら
せ
て

　
　
　
四し

月が
つ

の
雨あ

め

の
や
わ
ら
か
に
降ふ

る	

貝
澤
　
圭
子

陽よ
う
こ
う光
の
背せ

に
暖あ

た
た

か
く
降ふ

り
そ
そ
ぐ

　
　
春は

る

の
お
墓は

か

に
義ぎ

ふ父
納お

さ

ま
り
ぬ
（
納
骨
）	

関
谷
　
郁
子

さ
緑み

ど
り

に
萌も

ゆ
る
稜り

ょ
う

線せ
ん

際き
は

立だ

た
せ

　
　
五ご

月が
つ

の
空そ

ら

は
近ち

か

く
見み

え
た
り	

恩
田
久
美
子

骨こ
つ
ば
ん盤
に
走は

し

る
激げ

き
つ
う痛
耐た

え
い
る
に

　
　
二に

歳さ
い

の
男お

孫ま
ご

容よ
う
し
ゃ赦
な
く
来く

る	
丸
山
　
直
子

立た

ち
入い

ら
ず
聞き

き
く
れ
し
友と

も

に
心こ

こ
ろ

や
や

　
　
軽か

る

く
な
り
た
り
コ
ー
ヒ
ー
啜す

す

る	

小
野
寺
恒
代

澄す

み
渡わ

た

る
冬ふ

ゆ

の
大お

お
ぞ
ら空
に
弧こ

を
描え

が

き

　
　
北き

た

に
伸の

び
ゆ
く
飛ひ

行こ
う

機き

雲ぐ
も

の	

高
橋
　
春
枝

仏ぶ
つ
ぜ
ん前
に
呟つ

ぶ
や

く
や
う
に
経き

ょ
う

を
読よ

み

　
　
今き

ょ
う日
の
日に

っ
て
い程
告つ

ぐ
る
習な

ら

は
し	

内
山
　
キ
ク

わ
が
植う

ゑ
し
実み

生し
ょ
う

の
銀ぎ

ん
な
ん杏
五ご

十じ
ゅ
う

年ね
ん

　
　
経へ

て
二に

こ個
の
実み

を
今こ

年と
し

結む
す

び
ぬ	

麻
績
　
初
恵

玄げ
ん
か
ん関
を
開あ

け
る
と
す
ぐ
に
夫つ

ま

の
言い

ふ

　
　「
良い

い
に
ほ
ひ
だ
ね
」
が
聞き

き
た
く
て
立た

つ	

滝
沢
　
勝
枝

夏な
つ

の
夜よ

が
訪お

と
ず

れ
来く

れ
ば
思お

も

ひ
出だ

す

　
　
母は

は

の
笑え

顔が
お

と
線せ

ん
こ
う香
花は

な

火び	

風
巻
　
京
子

津つ

南な
ん
ぎ
り桐
け
ぶ
る
紫む

ら
さ
き

の
花は

な
う
た詠
ふ

　
　
こ
の
段だ

ん

丘き
ゅ
う

に
友と

も

と
会あ

ひ
た
し	

鈴
木
　
綾
子

ひ
と
日ひ

あ荒
れ
し
ヤ
マ
セ
の
風か

ぜ

の
収お

さ

ま
り
て

　
　
海う

み

は
藍あ

い
い
ろ
た
も

色
保
ち
暮く

れ
ゆ
く	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

暖だ
ん
と
う冬
で
屋や

ね根
に
上あ

が
ら
ず
す
み
た
れ
ど

　
　
そ
れ
が
仕し

事ご
と

の
人ひ

と

も
あ
る
の
に	

富
沢
　
キ
ミ

一い
ち
め
ん面
の
青あ

お

田た

と
な
り
し
我わ

が
町ま

ち

を

　
　
優や

さ

し
く
過す

ぎ
る
初は

つ

夏な
つ

の
風か

ぜ	

柳
沢
　
チ
ヨ

夏な
つ
や
ま山
の
姿す

が
た

と
な
り
て
鳥と

り
か
ぶ
と

甲
山

　
　
青あ

お
ぞ
ら空
の
下も

と

藍あ
い

の
色い

ろ

濃こ

く	

島
田
　
眞
之

個
人

恒こ
う
れ
い例
の
外が

い

出し
ゅ
つ

ツ
ア
ー
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
　

　
　
春は

る

の
味み

覚か
く

に
舌し

た

鼓つ
づ
み

打う

つ
（
ひ
ま
わ
り
一
同
）	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
五
月
）

土ど

蔵ぞ
う

の
み
残の

こ

り
し
屋や

敷し
き

辛こ

夷ぶ
し

咲さ

く	

酔
　
花

妹い
も

の
背せ

に
老お

い

を
ふ
と
み
る
花は

な
づ
か疲
れ	

美
　
恵

悠ゆ
う
ゆ
う々

た
る
塑そ

像ぞ
う

の
視し

線せ
ん

森も
り
わ
か若
葉ば	

東
　
川

い
た
だ
き
し
山や

ま

独う

ど活
の
香か

の
厨く

り
や

か
な	

妙
　

春し
ゅ
ん
ぎ
ょ
う暁
の
尿に

ょ
う

意い

に
堪た

へ
る
う
つ
つ
か
な	

兎
　
月

自じ

転て
ん
し
ゃ車
に
乗の

る
子こ

の
増ふ

ゆ
る
立り

っ

夏か

か
な	

千
年
雄

子こ

を
諭さ

と

す
教き

ょ
う

師し

の
一ち

語ご

あ
た
た
か
し	

貞
　

二に

歳さ
い

児じ

と
仲な

か

良よ

く
な
り
ぬ
つ
く
し
ん
ぼ	

渡
　
舟

車く
る
ま

座ざ

の
地ぢ

か

た

び

ぬ

下
足
袋
濡
ら
し
西す

い
か瓜
食く

ふ	

房
　
良

子こ

供ど
も

の
日ひ

八や

そ

じ

十
路
の
我わ

れ

も
絵え

本ほ
ん

買か

う	

冬
詩
子

春は
る

の
陽ひ

や
漣

さ
ざ
な
み

次つ
ぎ
つ
ぎ
ひ
か

々
光
ら
せ
て	

芳
　
司

春し
ゅ
ん

愁し
ゅ
う

や
わ
が
家や

の
花は

な

木き

白し
ろ

ば
か
り	

れ
い
子

わ
れ
先さ

き

と
草く

さ

伸の

び
る
先さ

き
は
る春
の
雲く

も	

守
　
人

曲ま
が

る
さ
ま
文も

じ字
跡あ

と

の
ご
と
花は

な

筏い
か
だ	

壽
　
子

奴
隷
へ
と
身
を
落
と
し
ま
す
。
そ
の
く
だ

り
で
ト
ラ
ク
ス
と
い
う
奴
隷
が
反
逆
を
起

こ
す
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
に
限
ら
ず
斬
り
合
う
場
面
や
残

酷
な
表
現
が
多
く
出
て
き
ま
す
。

私
の
こ
の
作
品
の
一
番
の
お
気
に
入
り

ポ
イ
ン
ト
が
そ
う
い
っ
た
場
面
の
描
写
に

あ
る
と
言
え
ま
す
。
と
に
か
く
シ
ン
プ
ル

な
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
少
な
い
効
果

線
で
臨
場
感
、
リ
ア
ル
な
感
情
が
伝
わ
っ

て
来
る
の
で
す
。
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
い

な
い
の
で
読
み
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ

り
ま
す
。

逆
に
難
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人

物
や
地
名
が
い
ま
い
ち
覚
え
ら
れ
な
い
！

と
い
う
事
で
す
。「
た
か
し
」
と
か
「
ま

さ
る
」
と
か
そ
う
い
っ
た
名
前
な
ら
す
ぐ

覚
え
ら
れ
る
ん
で
す
け
ど
ね
…
。
文
化
が

違
う
、
と
は
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
ん
で

す
ね
。（
違
う
か
。）

エ
ウ
メ
ネ
ス
は
そ
の
後
、
波
乱
の
人
生

を
歩
む
事
に
な
り
ま
す
。〝
文
化
の
違
う
〟

様
々
な
環
境
を
自
身
の
知
略
に
よ
っ
て
乗

り
越
え
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
ん
な
彼
の
生
涯

を
見
届
け
る
事
が
今
の
私
の
生
き
甲
斐
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
元
々
は
妻
が
集
め
て
い
た

漫
画
で
し
た
。
出
会
わ
せ
て
く
れ
た
妻
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

次
は
、
村む
ら
や
ま山

智さ
と
し

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。



いきいき
大好き
津南町
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毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」
と
定
め
ら
れ
、

食
育
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
健
全
な
食
生
活

を
実
践
す
る
人
を
育
て
る
食
育
の
推
進
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

食
育
っ
て
何
？

　

食
育
基
本
法
で
は
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
・
徳

育
・
及
び
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
で
す
。

○
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す

る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
出
来
る
人

を
育
て
る
こ
と
で
す

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
を
み
る
と
、脂
質
異

常
症
や
高
血
圧
、肥
満
、糖
代
謝
異
常
と
い
っ
た

生
活
習
慣
病
が
多
く
み
ら
れ
、生
活
習
慣
や
食

習
慣
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

毎
食
の
食
卓
に
主
食
・
主
菜
・
副
菜
の
食
品

を
そ
ろ
え
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
摂
り

ま
し
ょ
う
。

○
主
食
…
ご
飯
、
パ
ン
、
め
ん
類
な
ど
の
炭
水

化
物
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
に
な
る
も
の
で
す
。

６
月
は「
食
育
月
間
」で
す
。

○
主
菜
…
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品
な
ど
の
た

ん
ぱ
く
質
で
か
ら
だ
を
作
る
元
に
な
る
も
の

で
す
。

○
副
菜
…
野
菜
、
海
藻
類
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
や

ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
て
い
て
、
か
ら
だ
の
調

子
を
整
え
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
す
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
、

家
族
み
ん
な
で
マ
ナ
ー
と
あ
い
さ
つ

　

食
事
は
で
き
る
だ
け
家
族
が
揃
い
、
食
卓
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
家
族
の
絆

や
豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

共
働
き
や
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
か
ら
、

家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
楽
し
む
機
会
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

食
事
は
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
基
礎
だ
け

で
な
く
、
食
べ
る
楽
し
み
や
家
族
と
食
卓
を
囲

む
楽
し
み
な
ど
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
と
い

う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　

一
日
一
回
で
も
、
家
族
み
ん
な
の
顔
が
揃
っ

て
食
卓
を
囲
め
る
と
い
い
で
す
ね
。　

　

大
人
と
一
緒
の
食
事
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

は
マ
ナ
ー
も
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
！

　

忙
し
い
朝
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
一
日
が
ん
ば

る
た
め
の
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
、
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

朝
ご
は
ん
は
元
気
の
も
と

〇
脳
に
栄
養
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
）
を
送
り
ま
す
。

〇
体
温
が
上
昇
し
、
体
が
目
覚
め
、
活
発
に
活

動
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

○
便
秘
予
防

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
と
食
習

慣
で
健
康
な
体
を
つ
く
り
ま
す
。

　

小
さ
い
時
か
ら
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
と

食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り

小
・
中
学
校
で
は
、
早
寝
・
早
起
き
・
メ
デ
ィ

ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
健
康
な
体
を
つ
く
る
「
津

南
ヘ
ル
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」
に
取
り
組
み
、

保
育
園
で
も
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
委
員
に
よ
る

「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」

　

保
育
園
児
と
保
護
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
園
で
収
穫
し
た
野
菜
を
使
っ
た
り
、
簡

単
に
で
き
る
お
や
つ
や
料
理
を
作
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
野
菜
の
皮
を
む
い
た
り
包
丁
で

刻
ん
だ
り
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
め
た
り
。
み
ん
な

で
一
生
懸
命
作
っ
て
、
で
き
あ
が
っ
た
も
の
は

嫌
い
な
野
菜
も
ペ
ロ
リ
と
食
べ
ら
れ
ま
す
。

毎
月
19
日
に
の
ぼ
り
旗
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

食
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
私
た
ち
が
心
身
の

健
康
を
保
ち
、
生
涯
に
渡
っ
て
健
康
で
い
き
い

き
と
暮
ら
す
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
「
食
」
が

大
切
で
あ
り
、
生
き
る
上
で
の
基
本
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
家
族
で
食
卓
を
囲
み
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、
食
事
が
楽
し
い

団
ら
ん
の
場
と
な
り
心
も
満
た
さ
れ
ま
す
。

　

津
南
町
は
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
お
い
し

い
津
南
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
は
じ
め
、
高
原
野
菜

や
山
菜
、
き
の
こ
な
ど
四
季
折
々
の
食
材
が
と

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
地
元
の
食
材
を
使
用
し
な

が
ら
食
卓
を
彩
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
季
節

感
の
あ
る
、
よ
り
豊
か
な
食
事
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
民
一
人

一
人
が
生
活
習
慣
を
は
じ
め
、「
食
」
に
つ
い

て
改
め
て
意
識
を
高
め
見
つ
め
直
し
、
健
全
な

食
生
活
を
実
践
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
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衆
生
の
願
い
に
力
添
い
す
る
観
音
菩
薩

観
音
菩
薩
は
、
身
近
な
所
に
在
り
親
し
み
や

す
い
仏
で
す
。
津
南
町
で
は
、
寺
院
に
も
集
落

の
お
堂
に
も
祀ま
つ

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
多
い
仏
で

す
。
路
傍
に
も
た
く
さ
ん
建こ
ん

立り
ゅ
う

さ
れ
て
い
ま
す
。

石
仏
調
査
で
、
石
仏
の
観
音
菩
薩
に
は
町
内

で
は
２
２
５
体
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

観
音
菩
薩
は
33
に
変
化
し
て
す
べ
て
の
生
き
物

を
救
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
に
あ
る
身

近
な
変
化
観
音
菩
薩
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
と
、

聖し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

、
十
一
面
観
音
、
千せ
ん

手じ
ゅ

観
音
、
馬
頭
観

音
、
如に
ょ

意い

輪り
ん

観
音
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

観
音
菩
薩
の
基
本
と
な
る
の
は
聖
観
音
で
す
。

路
傍
の
石
仏
で
基
本
形
の
観
音
菩
薩
を
観
察
す

る
こ
と
は
、
石い
し

工く

が
観
音
の
細
部
ま
で
刻こ
く

す
る

事
が
難
し
い
た
め
に
望
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
菩ぼ

提だ
い

寺じ

な
ど
に
お
願
い
し
て
、
観
音

菩
薩
を
拝
観
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
観
音
菩
薩
の

基
本
形
が
よ
く
解
り
ま
す
。
仏
の
中
で
１
番
お

し
ゃ
れ
な
仏
で
す
の
で
、
頭
の
頂
点
か
ら
足
の

先
ま
で
し
っ
か
り
観
察
し
ま
す
と
観
音
菩
薩
の

基
本
の
形
が
よ
く
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

観
音
菩
薩
は
作
り
の
豊
か
な
冠
を
か
ぶ
り
、

そ
の
中
心
に
仏
を
戴
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

と
い
う
仏
で
化け

仏ぶ
つ

（
本ほ
ん

地じ

仏ぶ
つ

）
と
い

い
ま
す
。
胸
飾
り
を
着
け
、
両
腕
に
は
上
部
に

臂ひ

釧せ
ん

、
下
部
に
腕
釧
を
は
め
て
い
ま
す
。
左
手

に
半
開
き
の
蓮
華
を
持
つ
の
が
普
通
で
す
が
、

水す
い

甁び
ょ
う

を
持
つ
観
音
菩
薩
も
見
ら
れ
ま
す
。
右
手

は
施せ

無む

畏い

印い
ん

（
掌
て
の
ひ
ら

を
外
に
向
け
て
肩
の
高
さ
に

上
げ
る
印い
ん

）
を
し
て
い
ま
す
。
両
肩
に
は
条じ
ょ
う

帛は
く

（
幅
広
の
絹
の
布
）
を
懸か

け
、
腰
か
ら
下
は
袴は
か
ま

状
に
ま
と
っ
た
衣
服
（
裳も

）
を
着
け
て
い
ま
す
。

そ
の
上
に
珠し
ゅ

玉ぎ
ょ
く

や
貴
金
属
に
糸
を
通
し
て
作
っ

た
瓔よ
う

珞ら
く

と
い
う
装
身
具
で
飾
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
腕
に
は
天て
ん

衣ね

（
あ
ま
の
は
ご
ろ
も
）
を
覆

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
蓮れ
ん

華げ

座ざ

に
素
足
で
お

立
ち
に
な
っ
て
い
る
観
音
菩
薩
が
多
い
の
で
す

が
、
座
像
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
観
音
菩
薩
が
33
に
姿
を
変
え
る
こ
と
か

ら
、
平
安
時
代
に
は
近
畿
地
方
に
、
江
戸
時
代

に
は
関
東
地
方
に
33
カ
所
の
観
音
霊
場
（
秩
父

は
34
カ
所
）
が
で
き
ま
し
た
。

津
南
・
十
日
町
地
方
に
は
元
禄
４
年

（
１
６
９
１
）
に
妻つ
ま

有り

百
三
十
三
番
霊
場
が
制

定
さ
れ
た
と
『
曹
洞
宗
青
年
僧
侶
に
よ
る
妻
有

の
百
三
十
三
番
霊
場
紀
行
』（
平
成
27
年
12
月

１
日
発
行
）
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
霊
場
を
巡
拝
し
て
、
観
音
菩
薩

よ
り
衆し
ゅ

生じ
ょ
う

（
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
）

の
願
い
に
力
添
い
を
祈
る
信
仰
は
今
に
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

Ｔ
ａ
ｐ
フ
ェ
ス
開
催
!!

Ｔ
ａ
ｐ
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

「
寄
せ
植
え
教
室
」楽
し
み
ま
し
た
！

観音菩薩

津南町　龍源寺

　

平
成
28
年
度
か
ら
Ｔ
ａ
ｐ
が
町
健
康
増
進
施

設
の
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
及
び
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
津

南
を
町
の
指
定
を
受
け
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
会
員
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
も
Ｔ
ａ
ｐ
や
ク
ア
ハ
ウ
ス

津
南
の
活
動
を
お
披
露
目
す
る
た
め
に
「
Ｔ
ａ

ｐ
フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
や
来
館
者
特
典
も
あ
り
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
ご
来
館
を
ス
タ
ッ
フ
一
同
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
期　

日　

７
月
10
日
㈰

■
場　

所　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

■
対　

象　

ど
な
た
で
も
来
館
で
き
ま
す

■
内　

容

　
⑴
水
泳
発
表
会
＆
記
録
会

　
　

12
時
30
分
～
15
時

　
⑵
テ
ニ
ス
体
験
教
室

　
　

10
時
30
分
～
15
時

　
⑶
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
会

　
　

10
時
30
分
～
正
午

　
⑷
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
＆
ス
ラ
ッ
グ
ラ
イ
ン
体
験

　

今
年
度
最
初
の
Ｔ
ａ
ｐ
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

で
は
「
寄
せ
植
え
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。
大

き
な
鉢
に
土
や
肥
料
の
入
れ
方
、
虫
よ
け
薬
を

予
め
入
れ
る
こ
と
な
ど
、
細
か
い
ポ
イ
ン
ト
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
、
学
び
が
た
く
さ
ん
あ
る

教
室
と
な
り
ま
し
た
。

Tap 事務局
【TEL】765-5776
【Fax】765-3596

　
　

10
時
30
分
～
正
午

　
⑸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
体
験

　
　

10
時
30
分
～
11
時
半

　
⑹
豚
汁
サ
ー
ビ
ス

　
　

午
後
３
時
～
６
時

■
料　

金　

来
館
料
が
別
途
必
要
で
す
。

■
そ
の
他

・
内
容
や
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
水
泳
発
表
会
＆
記
録
会
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
ス
イ

ミ
ン
グ
参
加
者
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

229
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クマに注意!目撃情報多発!
農
業
委
員
会
の

窓

〜
農
業
委
員
会
の

　
　
　
　
主
な
動
き
〜

埼
玉
県
狭
山
市
民
の
皆
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
植
え
農
業
体
験

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
４
月
〕

　

25
日　

第
22
回
総
会
・
振
興
部
会

〔
５
月
〕

　

25
日　

第
23
回
総
会

　

28
日　

農
業
体
験
田
植
え

〔
６
月
〕

　

７
日　

企
画
会
議

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
６
月
〕

　

１
日
～	

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始

　

27
日　

第
24
回
総
会

〔
７
月
〕

　

25
日　

第
25
回
総
会

　

６
月
に
入
り
、町
内
各
地
で
連
日
ク

マ
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、農
作
業
の
際
に
は
細
心
の
注

意
が
必
要
で
す
。

　

特
に
子
連
れ
の
ク
マ
は
、子
グ
マ
を

守
ろ
う
と
母
グ
マ
が
攻
撃
的
に
な
り
ま

す
の
で
、作
業
中
は
常
に
鈴
を
常
備
し

ま
し
ょ
う
。

　

目
撃
情
報
一
覧　

６
月
１
日

　

辰
ノ
口
の
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
付
近

６
月
２
日

　

結
東
集
落
付
近

６
月
３
日

　

芦
ケ
崎
集
落
付
近

６
月
７
日

　

見
倉
集
落
付
近

　

大
倉
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
付
近

　

大
井
平
か
ら
中
子
へ
の
登
り
坂

　

津
南
町
農
業
委
員
会
で
は
、友
好
交

流
都
市
で
あ
る
埼
玉
県
狭
山
市
民
が
、

田
植
え
体
験
で
き
る
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
例
年
よ
り
も
10
名
多
い
、29

名
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
狭
山
市
長
が
参

加
し
、田
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

狭
山
市
長
は
、市
長
に
就
任
さ
れ
る

以
前
よ
り
田
植
え
体
験
に
参
加
い
た
だ

い
て
お
り
、ま
た
、リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
々

か
ら
も
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
き
、手

際
よ
く
田
植
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
植
え
た
苗
の
管
理
は
、農
業
委

員
会
で
行
い
、秋
に
実
施
す
る
稲
刈
り
体

験
で
、収
穫
さ
れ
た
お
米
は
狭
山
市
農

業
祭
で
参
加
者
に
配
ら
れ
る
予
定
で
す
。

大地に生きる

　昨年の 8月に東京から Uターンして実家に就農
しました。
　実家は家族経営で、稲作に加えて春秋のニンジ
ン、アスパラガス、スイートコーン等の栽培を行っ
ています。稲作と畑作を上手に両立して、作業と
収入の平準化を図っていきたいと思います。毎日
仕事を覚えることで手一杯の状況ですががんばり
ます。
　見かけたらお声かけください！これからもよろ
しくお願いいたします。

村
むらやま

山　周
しゅう

平
へい

さん　25歳・十二ノ木

↑農地につけられた足跡

↓
田
植
え
を
す
る
狭
山
市
長
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
文　化
Culture

大　地
Geo

ラベンダースティックで心身をリラックス♪
　今年は小雪で、農作業準備が早くスタートしバタバ
タと春が過ぎました。さて、そろそろ疲れがどっと出
てくる頃ではないでしょうか。
　今回ご紹介するのは、リラックス効果が期待できる
ラベンダーです。
　ラベンダーは、地中海沿岸原産の常緑低木で、紫色
の小さな花が茎の先に集まって咲くかわいらしい植物
です。
　また、よく知られているように、それほど気を使わ
ずにドライフラワーにする事ができます。（花に含ま
れる水分が少なくて、乾燥しやすく、花びらが適度に
肉厚なものがドライフラワーに向いています。）そし
て、アロマオイルなどの原料としても使われているよ
うに、こわばった身体をほぐし、不安や緊張を和らげ
る作用があるとされています。また、安眠作用も期待
でき、抗菌作用があり防虫効果もあると言われています。
　私は、このラベンダーを６㎜幅のリボンで編んでラ
ベンダースティックを作っています。（ラベンダーは

摘んでから一日置くと、茎がしんなりして曲げやすい）
スティックにすると、見栄えもするので車の中や、お
部屋、トイレ、枕元などに置いたり飾ったりできます。
匂いが薄れたら、もんであげるとまた爽やかに香ります。
　ラベンダーは春と夏の二回、花を咲かせます。これ
から花盛りを迎えます。みなさんもぜひお試しくださ
い♪

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー
桑原　幸枝（貝坂）

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

森
宮
野
原
駅
の
近
隣
に
、
栄
村
震
災
復
興
祈

念
館
「
絆
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

栄
村
と
津
南
町
を
襲
っ
た
長
野
県
北
部
地
震

か
ら
５
年
。
日
々
の
暮
ら
し
で
は
、
つ
い
地
震

が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
ま
だ
復
旧
工
事
が
続
い
て
い
る
場
所
も
あ

り
ま
す
。

日
本
は
、
と
て
も
地
震
の
多
い
国
で
す
。
４

月
に
起
き
た
熊
本
地
震
で
も
大
き
な
被
害
が
あ

栄
村
震
災
復
興
祈
念
館「
絆
」へ

上
郷
小
学
校　

１
年
生　

太お
お

田た　

直な
お

規き

さ
ん

　
　
　
　
　
　

中な
か
ざ
わ沢

陽ひ

な

こ
向
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　

中な
か
じ
ま島　

千ち

晴は
る

さ
ん

り
ま
し
た
。
そ
し
て
地
震
は
、
い
つ
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
家
族
や
自
分
の
身
を
守
る
、

被
害
を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
に
は
、
経
験
し

た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
次
世
代
へ
語
り

継
ぎ
、
備
え
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
施
設
で
は
、
地
震
直
後
の
対
応
か
ら
避

難
生
活
、
多
く
の
支
援
に
よ
る
復
旧
の
様
子
な

ど
を
写
真
や
映
像
で
展
示
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

備
え
て
お
く
べ
き
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
も
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
震
は
大
地
（
地
球
）
の
活
動
で
す
。
苗
場

山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
防
災
学
習
の
拠
点
施
設
と

し
て
も
位
置
付
け
さ
れ
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
ジ
オ
サ
イ
ト
な

ど
の
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

このジオサイトに行ってみたい！

僕らが２歳のとき、こんな大きな地震があったんだね



戸 籍 の 窓

桑原　広夢さん（城原）
桑原　美香さん（陣場下） ｝
福原　祥太朗さん（外丸）
関口　柚さん（東京都） ｝
村山　俊介さん（大割野）
石田　唯果さん（正面） ｝
渡辺　恵貴さん（南魚沼市）
山崎　芙由さん（相吉） ｝

N
ajom

on Inform
ation

●夏季企画展「つなんの自然！全員集合!!」
　会期／7月2日㈯～8月21日㈰
　津南町に生息している動物のはく

製や骨格標本、昆虫や魚、植物などを

展示します。ビオトープ型の水槽や

シークレットボックスなど触れる展

示が多く、津南町の自然を楽しく体

感していただけます。

●「文化遺産カード」を集めよう！
　「文化遺産カード」は、様々な文化遺産の周知と活用を目的

として、文化遺産を訪れた方に配布しています。（文化遺産

カード公式ホームページhttp://herica.net）

　津南町では15の文化遺産がカードになって

おり、その文化遺産を写真に撮って「なじょも

ん」または「津南町歴史民俗資料館」の受付にお

見せいただくと、カードをお渡ししています。

　カードになっている文化遺産は、下記の通り

です。

　撮影場所については、「なじょもん」までお問い合わせください。

■人口10,161（−15）　男4,933（−5）　女5,228（−10）

■世帯数3,557（0）　■転入／ 12　■転出／ 23　■出生／ 6　■死亡／ 10　■婚姻／ 0６月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

つなんの自然！全員集合!!

文化遺産カード

　

こ
の
時
期
、「
頭
上
注
意
」
の
張
り
紙

な
ど
と
と
も
に
、
家
の
軒
先
に
よ
く
見

る
ツ
バ
メ
の
巣
。

　

ツ
バ
メ
は
冬
場
を
暖
か
い
南
の
国
で

過
ご
し
、
春
先
に
日
本
へ
と
戻
っ
て
き

て
産
卵
と
子
育
て
を
行
い
ま
す
。

　

人
間
主
観
で
考
え
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ

人
の
住
ん
で
い
る
家
を
選
ば
な
く
て
も

…
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
ツ
バ
メ
は
空

き
家
に
は
巣
を
作
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
カ
ラ
ス
な
ど
の
天
敵
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
、
あ
え
て
人
間
の
懐
に

入
っ
て
子
育
て
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

で
も
、人
間
も
時
に
は
ツ
バ
メ
に
と
っ

て
天
敵
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
、
巣
の
撤
去
で
す
。

　

ち
な
み
に
出
来
た
巣
を
撤
去
す
る
と

罰
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

許
可
を
取
ら
ず
に
、
卵
や
ヒ
ナ
が
中

に
い
る
巣
を
落
と
す
こ
と
は
鳥
獣
保
護

管
理
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
て
、（
厳
密
に

は
ツ
バ
メ
の
巣
に
限
ら
な
い
）。
違
反
し

た
場
合
の
罰
則
は
重
く
、「
１
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
、
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ン
の
始
末
な
ど
い
ろ
い
ろ
大
変
で

す
が
、
法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
は
な
く
、
人
間
も
、
カ
ラ
ス
や
ヘ
ビ

か
ら
ツ
バ
メ
を
守
る
役
目
を
担
っ
て
い

る
と
考
え
、
ヒ
ナ
が
成
長
し
て
巣
立
つ

ま
で
の
期
間
く
ら
い
は
見
守
っ
て
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

け
っ
と
の
ほ
か
げ
の
取
材
で
も
感
じ

ま
し
た
が
、
こ
の
世
界
は
人
間
だ
け
の

も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
も
ん
ね
。小

島　

裕
輔

小島　篤
あつ

翔
と

（正面）	 宏樹さん
	 夕紀さん

中沢　海
かい

李
り

（越手）	 淳さん
	 真樹子さん

福原　歩
あゆ

咲
さ

（外丸）	 健之さん
	 舞香さん

津端　勝
しょう

伍
ご

（鹿渡）	 健三さん
	 紗弥花さん

村山　重政さん	 （77歳・押付）

樋口　フサ子さん	（87歳・反里口）

志賀　光司さん	 （66歳・船山）

瀧澤　ミワさん	 （74歳・大割野）

桑原　キミヱさん	（83歳・貝坂）

瀧澤　松治さん	 （93歳・結東）

反り目　ナミさん	（98歳・中深見）

藤ノ木ハツヨさん	（99歳・恵福園）

江村　恂二さん	 （74歳・大井平）

藤ノ木　正友さん	（82歳・正面）

江村　正雄さん	 （61歳・大井平）

7月 【なじょもん☎765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

2日㈯ 13：30〜15：30 苔玉づくり　※要予約 500 低学年から

3日㈰ 9：00〜11：00 身近な薬草 300 低学年から

9日㈯ 9：00〜11：00 水辺の生物観察会　※要予約 300 低学年から

10日㈰ 13：30〜15：30 ヤママユガの糸でストラップづくり 1,000 高学年から

16日㈯
10：00〜11：00

弓矢づくり 300 低学年から
13：30〜14：30

17日㈰ 10：00〜15：30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年から

18日㈷ 13：30〜15：30 土笛づくり 500 低学年から

※友の会の皆さんは半額です。

※7月20日以降の体験は、７月にお配りする「なじょもん　がむしゃら塾」チラシでご確認ください。

予約受付中 !当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

「清水川原」・「猿飛橋」・「中津川渓谷」・「前倉橋上流の紅葉」・「結東の石垣田（春）」・
「結東の石垣田（秋）」・「苗場山頂の高層湿原」・「樽田のブナ林」・「堂平遺跡出
土品」・「道尻手遺跡出土品」・「中津川渓谷の雪景」・「龍ヶ窪」・「沖ノ原遺跡」・「沖
ノ原遺跡出土品」・「諏訪前遺跡の火焔型土器」
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真  

ー

け
っ
と
の
ほ
か
げ
ー 

ロ
ウ
ソ
ク
に
照
ら

さ
れ
た
石
垣
は
ど
れ
も
違
う
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

時
間
と
と
も
に
雨
が
強
く
な
り
、つ
い
て
い
た
灯
り
も
一

つ
、ま
た
ひ
と
つ
と
消
え
て
い
く
変
化
も
楽
し
め
ま
し
た
。


